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１ リニア駅の位置
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� リニア駅の設置予定地は、飯田市上

郷飯沼地区で、中⼼市街地から北東

約３kmに位置します。

� 駅舎は、東に国道153号、⻄に県道

市場桜町線、北に一級河川土曽川、

南に市道五郎⽥線に囲まれたエリア

内に整備される予定です。

� 中央⾃動⾞道座光寺パーキングエリ

アへのスマートインターチェンジ

（SIC）の整備、SICとリニア駅を

結ぶ座光寺上郷道路の整備が計画さ

れています。
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出典：リニア駅周辺整備基本構想（Ｈ27.6月）
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２ リニアバレー構想
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２２２２    巨大災害時のバックアップと食料・エネルギーの新しい供給拠点 ～日本を支える～ 

首都圏と中京圏の中間に位置し、リニアを活かした時間短縮効果を最大限発揮できる地の

利をいかすことで、首都機能や企業の中枢機能のバックアップを果たします。 

３３３３    高度な都市空間と大自然とが近接した「対流促進圏域」 ～ここで豊かに暮らす～ 

都市圏への通勤や二地域居住、週末農業など新たなライフスタイルを提案するとともに、

豊かにくらすための地域づくりや魅力ある自然環境の保全と景観の形成を進めます。 

４４４４    世界から人を呼び込む感動フィールド ～ここでふれあう～ 

1111    国際空港へ 1 時間でアクセスするグローバル活動拠点 ～世界とつながる～ 

グローバル産業や研究開発機関、航空産業クラスター、メディカルバイオクラスターとい

った新たな時代の産業の集積と次世代産業の創出を進めます。 

インバウンドも含めた広域観光の促進により交流人口を拡大させるため、美しい信州の原

風景や文化を活かした広域観光ルートづくりや体験型観光の促進を図ります。 

出典：リニア中央新幹線整備を地域振興に活かす伊那谷自治体会議「リニアバレー構想」（Ｈ28.2月）

� 平成28年2⽉に、⻑野県及び伊那⾕の各⾃治体で構成する「リニア中央新幹線整備を地域振興に活か

す伊那谷自治体会議」において、リニア開通に向けた地域づくりの指針として「リニアバレー構想」

を策定しました。

� 今後は、具体的な取組や事業(プロジェクト)についての検討を進め、同構想の実現を目指します。

＜構想概要＞



３ リニア将来ビジョン
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出典：南信州広域連合「リニア将来ビジョン〜リニア中央新幹線リニア駅を⾒据えたまちづくり〜」（Ｈ22.11月）

リニア駅

� 平成22年、南信州広域連合はリニア開通後の地域づくりの基本指針として「リニア将来ビジョ

ン」を取りまとめ、同ビジョンが目指す地域像をより具体化し、取り組みを進めるため平成27年

3月に「基本構想・基本計画」を策定しました。

地域像

将来の地域像として、対外的には「小さな世界都市」「多機能高付加価値都市圏」の構築を掲

げ、地域内には「守るべきもの」「備えるべきもの」を明らかにし、「多様な主体」が取り組む

ことの必要性を示しています。
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交流拠点

（遠山郷）

交流拠点

（天龍峡）

〈リニア時代に望まれる広域的なインフラ〉
・研究開発機能の拠点施設

・高等教育機関

・コンベンションセンター

・スポーツ施設

南信州広域連合

「第４次広域計画」より

拠点集約連携型都市構造

（リニア長野県駅）



４ リニア駅周辺の目指す姿（基本理念）

＜目指す役割＞

� 県内の各地域をつなぐ交通結節点になるとともに、地域の多様性を活かして豊かな暮らしを実現
する持続可能なまちづくりに向け、「拠点集約連携型都市構造」における一つの拠点である
「広域交通拠点」としての役割を果たします。

� ⻑野県の南の玄関口として、信州・伊那谷らしさを感じられる地域の魅⼒を発信すると同時に、
来訪者を迎え入れる場、地域の人々が集う場として、多様な交流の起点となることを目指します。
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� 信州や伊那⾕の持つ豊かな個性（豊富な⾃然や美しい風景、伝統、⽂化など）を⼤切にし、さら

に⾼めることで世界を惹きつける魅⼒を育み、リニアを通じて世界へ発信していきます。

信州・伊那谷の個性で世界を惹きつけ、世界へ発信する玄関口
ロ ー カ ル グローバル ゲートウエイ
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５ アイデア募集
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� 平成28年4月から5月にかけ、リニア駅及び周辺の整備・まちづくり等に関するアイデア募集

を⾏い、7月にはヒアリングを実施しました。頂いた多くの貴重なアイデアを基に、各部会

で検討を進めました（※今回は下線のあるアイデアを主に検討）。

施設整備関係 内外装・施設運営関係

• 北側にトランジット施設、南側に交流施設を整備
• コンコースを２階層にし、交通広場を２階部分に
• 国道153号・座光寺上郷道路から⽴体交差で進⼊
• 緑化された平⾯駐⾞場

• ⾃動運転⽤の乗降レーン、駐⾞場の整備

• 交番の建設
• ヘリポートの建設

• 外観（赤土色で統一、緑を基調、吊り橋をイメージ、自然を生かす、県産材活用等）
• 内装（壁面に紹介写真を掲載、水引で装飾等）
• 周辺整備（花壇、太陽光発電、大きなオブジェ）
• バリアフリー化
• ラウンドアバウトの導入
• Ｗi-Ｆiの整備
• ＩＣＴを活用した誘導・案内
• 乗り⼊れ⾞をＥＶ限定

• 自然を生かした駅前広場（ビオトープ等）の整備

• 元善光寺駅とモノレールで結ぶ
• 飯田線乗換新駅の建設（リニア駅の上に）
• 丘の上や郊外、伊那八幡と元善光寺を結ぶ鉄道建設、新たな交通手段の整備

◎ 観光・交流施設に関する主なアイデア

施設整備関係 施設運営関係

• 観光案内・市町村ＰＲ施設、魅⼒発信（アンテナショップ）の建設

• 商業施設（駅ビル・土産品店・農産物等直売所・ショッピングモール等）の建設
• 農業体験施設の建設
• 地元⾷材を利⽤した飲⾷店・⾷堂、利便施設（銀⾏・コンビニ・喫茶店）の建設
• イベント広場の建設
• 宿泊施設（ホテル等）、温泉施設の建設、足湯の設置
• ⼤観覧⾞、展望台・展望デッキの建設
• 墓地の整備

• 外国人向けコンシェルジュの配置
• リンゴ並木やリンゴ狩り・柿等をテーマに田舎を演出
• 天体観測の開催
• 地域独⾃の資源を⽣かしたツアーの催⾏

• 週末信州人（新たなライフスタイル）の提案
• ゆるキャラの活用
• 終の棲家としてＰＲ

◎ 芸術文化・スポーツ施設に関する主なアイデア

施設整備関係 施設運営関係

• 文化ホール(会館)の建設
• サッカー場など体育施設の建設、スキー場などスポーツ施設の充実
• 公園の設置

• 伝統芸能・舞台芸術等の披露・公演

• 土曽川の活用（水遊び等）

◎ その他

• シニアのまち飯田（高齢者の誘致、ＣＣＲＣ）、医療施設の誘致（メディカルシティ）
• 駅と元善光寺を結ぶ街道の修景、コミュニティ空間の整備

◎ リニア駅・駅周辺・交通広場・二次交通に関する主なアイデア
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1. 機能的でコンパクトな駅空間

2. 伊那谷らしさを感じられる駅空間

3. 自然との調和を目指した駅空間

4. 地域コミュニティの拠点となる駅空間

１．機能的でコンパクトな

駅空間

• 駅を訪れる人々が、天候

を気にせず利⽤できる便

利でコンパクトな駅空間

• 歩⾏者や⾞利⽤者もアク

セスしやすく、ユニバー

サルデザインで使いやす

い駅空間

• 乗り換えや待ち合わせも

便利で快適に過ごせる駅

空間

２．伊那谷らしさを

感じられる駅空間

３．自然との調和を

目指した駅空間

• 多面的な機能を持つ

グリーンインフラ（※）

が整備された駅空間

• 新たに作り出される景観

と伊那谷の美しい自然が

調和した駅空間

• 再生可能エネルギーの活

用や低炭素社会の取り組

みの場となる駅空間
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• 美しい山並みや日本の原

風景とも⾔える⾥⼭の風

景を眺望できる駅空間

• 来訪者を信州・伊那谷各

地へ誘い波及効果を高め

るため、地域の魅⼒や情

報を発信する駅空間

• 信州・伊那谷の地場産品

や伝統芸能等に触れられ

る駅空間

６ リニア駅周辺整備区域の整備コンセプト

４．地域コミュニティの拠点

となる駅空間

• 地域住⺠がより暮らしや

すく、⽇常⽣活で便利に

使える駅空間

• イベントや⾏事など地域

住⺠がコミュニティ活動

の場として活用できる駅

空間

• 非常時には防災機能を果

たし、地域住⺠が安全に

避難できる駅空間

※グリーンインフラとは、⾃然の持つ⼒や機能を活かし、「緑」を都市の中に上手に組み込み、都市基盤として機能させようとする考え方。

従来のインフラのような特定の目的による建設・活⽤と異なり、環境・経済・社会等の多⾯的な便益が得られることを想定している。
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７ 駅周辺イメージ図①

交通広場

•駅コンコースと同じ高さ（436m）に整備
•コンコースと県道市場桜町線との標高差が
あるため、進⼊路が⻑い

至

名古屋

国道153号

至 座光寺

ＳＩＣ

至

品川

駅北側 約3.8ha

駅南側 約2.7ha

交通広場

•駅コンコース正面付近
に整備

交流広場

•コンコース東側に整備

⽴体駐⾞場

•県道市場桜町線に面
した位置に整備

魅⼒発信施設

•コンコース東側に整備
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７ 駅周辺イメージ図②

至

名古屋

国道153号

至 座光寺

ＳＩＣ

至

品川

交通広場

•県道市場桜町線の標高を考慮した高さ
（440m）に整備

•県道市場桜町線の標⾼に近く進⼊路が短い

駅北側 約3.8ha

駅南側 約2.7ha

交通広場

•駅コンコース出⼝⻄側
に整備

⽴体駐⾞場

•駅本線のそばに整備

魅⼒発信施設・交流広場

•駅コンコース出口東側
に整備

⽴体駐⾞場

•地形の⾼低差を活かした⽴体駐⾞場を
整備
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